
短編脚本「春チョキ！」 

作 ササキタツオ 

脚
本 

「
春
チ
ョ
キ
！
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

作 

サ
サ
キ
タ
ツ
オ 

  

《
あ
ら
す
じ
》 

春
は
待
っ
て
く
れ
な
い
！ 

 

砂
川
君
は
森
さ
ん
に
告
白
す
べ
く
、
全
力
ダ
ッ
シ

ュ
で
下
校
す
る
彼
女
を
追
い
か
け
た
。 

で
も
、
息
が
切
れ
す
ぎ
て
、
彼
の
言
葉
は
彼
女
に

届
か
な
い…

…

！
？ 

 

果
た
し
て
、
砂
川
君
の
告
白
は
う
ま
く
い
く
の
か
。 

  



短編脚本「春チョキ！」 
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《
登
場
人
物
》 

砂
川
君
（
１
６
）
高
校
２
年
生
。
男
子
。 

森
さ
ん
（
１
６
）
高
校
２
年
生
。
女
子
。 



短編脚本「春チョキ！」 

作：ササキタツオ 

１ 

 

《
本
編
》 

〇
河
川
敷 

 
 

 
広
い
河
川
敷
。 

 
 

 

長
い
道
を
、
砂
川
君
（
１
６
）
が
全
力
で
駆

け
て
い
く
。 

砂
川
君
の
Ｍ
Ｏ
「
春
は
待
っ
て
く
れ
な
い
。
だ
か
ら
、

俺
は…

…

！
」 

 
 

 

走
る
砂
川
君
。 

砂
川
君
「
（
息
を
切
ら
し
て
）
森
さ
ん
！
」 

 
 

 

砂
川
君
の
視
線
の
そ
の
先
に
森
さ
ん
（
１
６
）

が
歩
い
て
い
る
。 

 
 

 

森
さ
ん
に
追
い
つ
く
砂
川
君
。 

森
さ
ん
「
あ
れ
？ 

砂
川
君
？ 

ど
う
し
た
の
？
」 

砂
川
君
「(

呼
吸
を
整
え
て…
…

)

い
や
、
そ
の…

…

や
っ
と
追
い
つ
け
た
か
ら
！
」 

森
さ
ん
「
え
っ
？ 

私
に
？
」 

砂
川
君
「
う
、
う
ん
！ 

一
緒
に
帰
っ
て
も
い
い
か

な
！
？
」 

森
さ
ん
「
あ
、
う
ん…

…

い
い
け
ど
」 

砂
川
君
「
よ
か
っ
た
！
」 
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２ 

 

 
 

 

砂
川
君
と
森
さ
ん
は
一
緒
に
並
ん
で
歩
き
出

す
。 

 
 

 
砂
川
君
は
緊
張
し
て
い
る
面
持
ち
。 

砂
川
君
「
（
ぼ
そ
っ
と
）
好
き
で
す…

…

！
」 

森
さ
ん
「
え
？ 
何
？
」 

砂
川
君
「
（
ぼ
そ
っ
と
早
口
で
）
森
さ
ん
の
事
が
好
き

な
ん
で
す…

…

！
」 

森
さ
ん
「
え
？ 

な
ん
て
言
っ
て
る
か
よ
く
わ
か
ん

な
い
よ
？
」 

砂
川
君
「
（
ぼ
そ
っ
と
、
さ
ら
に
早
口
で
）
だ
か
ら
付

き
合
っ
て
く
だ
さ
い…

…

！
」 

森
さ
ん
「
（
笑
っ
て
）
ダ
メ
だ
！ 

全
然
わ
か
ん
な
い
」 

 
 

 

砂
川
君
、
森
さ
ん
の
前
に
回
り
込
ん
で
、
手

を
差
し
出
す
。 

砂
川
君
「
お
願
い
し
ま
す
！
」 

 
 

 

森
さ
ん
は
、
ハ
ッ
と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
、

ジ
ャ
ン
ケ
ン
の
チ
ョ
キ
を
出
す
。 

森
さ
ん
「
は
い
」 

 
 

 

顔
を
上
げ
る
、
砂
川
君
、
ハ
ッ
と
す
る
。 

森
さ
ん
「
私
の
勝
ち
」 
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３ 

 

砂
川
君
「
は
、
は
い…

…

！
」 

砂
川
君
は
、
自
分
の
出
し
た
パ
ー
の
手
で
自

分
の
顔
を
隠
す
。 

森
さ
ん
「
変
な
砂
川
君
」 

今
度
は
、
森
さ
ん
が
手
を
差
し
出
す
。 

そ
れ
に
ハ
ッ
と
す
る
砂
川
君
。 

恐
る
恐
る
、
チ
ョ
キ
を
出
す
。 

森
さ
ん
「
こ
れ
で
お
あ
い
こ
だ
ね
」 

 
 

 

歩
き
出
す
、
森
さ
ん
。 

 
 

 

チ
ョ
キ
の
手
で
自
分
の
顔
を
突
き
刺
す
、
砂

川
君
。 

砂
川
君
「
も
、
森
さ
ん
！ 

待
っ
て
！
」 

 
 

 

砂
川
君
、
森
さ
ん
を
追
い
か
け
る
。 

 
 

 

再
び
並
ん
で
歩
く
二
人
を
春
の
夕
暮
れ
が
照

ら
し
て
い
る
。 

 

（
お
し
ま
い
） 

 


